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柳沢文庫本館(旧柳澤伯爵別邸)について 

 

「全体概要」 

１ 柳沢文庫本館(旧柳澤伯爵別邸)及び所在する地域の概要 

柳沢文庫本館建築物は、奈良県の北部、奈良盆地の北西部、現在の大和郡山市の中心市街地

に位置する国史跡・郡山城跡内毘沙門郭に明治３９年（1906）、郡山藩主家であった柳澤保恵

伯爵の別邸として建築されました。 

昭和３５年 （1960）に柳澤保恵の養嗣子 柳澤保承 （やすつぐ）を発起人代表とした財団法人

郡山城史跡・柳沢文庫保存会の設立が認可されたことに伴い、旧柳澤伯爵別邸建築物（北棟・

西棟・東棟の計３棟）を柳沢文庫本館として財団法人に寄付されました。 

昭和３６年秋に柳沢文庫が開設され、以後、柳沢文庫は、財団法人が運営する地方史誌専門

図書館、史料館として、来館者に対して、旧応接室を図書閲覧室として、旧大広間等の和室を

収蔵史資料の展示室として一般に公開しています。 

なお、財団法人郡山城史跡・柳沢文庫保存会は、平成２５年 （2013）に奈良県の認定を受け、

公益財団法人郡山城史跡・柳沢文庫保存会となり、現在に至っています。 

 

２ 建築主や敷地整備などの概要 

  柳沢文庫本館建築物を所有していた柳澤家は、享保９年(1724）に甲斐国甲府から大和国郡山

への転封を命じられ、柳澤家はその後明治４年 7 月の廃藩置県に至るまでの１４６年間、６代

に亘り当地を支配しました。 

    廃藩置県により明治４年（1871）９月に、柳澤家の生活拠点は東京の本邸に移りますが、旧

藩主柳澤保申（やすのぶ）は明治１０年代に故郷の郡山城外（堀之側：現在の植槻町）に別邸

を置きました。柳沢文庫本館建築物は、当初の保申別邸とは別に城跡内に新築された建築物で、

明治３９年に毘沙門郭に柳澤伯爵別邸として建築されたものです。建築当初は、西棟と東棟の

間の南面に表玄関があり、この玄関へは、土橋である竹林橋跡を経由して本丸南端に至り、竹

林門東櫓台横のくぐり戸を入り、毘沙門郭の南面石垣に沿った通路を進み左に折れて玄関口に

進入するというものでした。 

一方、東京市芝区田町（現在の東京都港区）にあった本邸では、大正１２年９月に発生した

関東大震災を受け、震災復興のための道路拡張工事により建物の一部が立ち退きとなりました。

このため、昭和２年（1927）９月６日に本邸旧和館の車寄せ・玄関・応接室棟を解体し、国鉄

（現ＪＲ）で運搬して郡山町（現在の大和郡山市）に搬入しました。表玄関（通称「大玄関」）

として別邸西棟の北側に渡り廊下を介して接続増築する形で移築され、同年１０月１０日に上

棟し、昭和３年１月に北棟として竣工しました。この時、本邸の車寄せ・玄関・応接室のある

北側を表玄関に変更し、現存の柳沢文庫本館建築物の骨格が形成されました。 

旧柳澤伯爵別邸の建築を請け負ったのは、江戸時代から柳澤家に仕え、郡山藩でも普請方を

務めた浅沼家の初代浅沼猪之吉（現・株式会社淺沼組創業者・浅沼幸吉の子）でした。また、昭

和２年に行われた本邸車寄せ等移築工事の地鎮祭の棟札が残っていて、同工事は棟梁浅沼猪之

吉や大工樽井庄作らによって施工されたことがわかります。 
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「建築物の概要」 

１．北棟の特徴 

 北棟は、木造平屋建て、寄棟造り桟瓦葺きです。 

 北面に柳澤伯爵東京本邸から移築された木造切妻造りでむくりを持つ桟瓦葺きの大きな車寄せ

が取付く点が特徴的です。蟇股 （かえるまた）などが施され装飾性に富み、北・東・西の３面には

柳澤家の家紋「郡山花菱」が掲げられています。 

 外壁は、土壁に下見板張りを基本とし、表向きとなる北面は開口部を除き漆喰塗りで、建具の

一部を除いて、移築・増築時の状態が良好に保たれています。 

 内部は、玄関ホールと北側の事務室が東京本邸から移築された部分です。 

２．西棟の特徴 

 西棟は木造平屋建てで、軒高の入母屋造り桟瓦葺きです。渡り廊下で北棟と東棟に連絡してい

て、史料館として大部分が一般に公開されています。 

 外観は土壁に小壁部分を漆喰塗り、長押下を縦板張りとしています。 

 内部は和室３室と洋室１室、便所で構成され、和室は２４畳の大広間、床間・押入付きの８畳

間、そして６畳間が連なります。大広間は格縁（ごうぶち）平天井とし、西壁中央に吊床を設け

同じ幅の置き床を合わせて備えます。洋室は大広間東隣の応接室で、柳澤伯爵が来客と応対する

ため室内は「特別仕様」となっています。クロス張り天井にシャンデリアなどの洋風家具を備え

つつ壁には和風の長押を回し、床を木張りとし、北棟玄関ホールや廊下と仕様を合わせながらも、

部屋ごとにデザインを変えて凝った意匠としています。 

３．東棟の特徴 

 東棟は木造平屋建てで、入母屋造り桟瓦葺きを基本としていて、外観は、西棟と同様、土壁に

漆喰塗りと縦板張りを基本としています。内部は２室と炊事場からなり、部屋は現在、史料館の

作業室や書庫として利用されています。 

 

「建造物の評価」 

 柳沢文庫本館は、城郭の跡地に旧藩主の別邸として建築され、東京本邸の車寄せを移築増築し

た建造物です。その後、柳沢文庫（史料館）として用途を変えて今日に至りますが、大部分の建

築部材は今も建築（移築）時の状態で保存されています。 

 東棟・西棟は明治時代における旧伯爵別邸としての応接空間や水廻り空間などを伝える貴重な

遺構であり、和風住宅を基本としながら随所に洋風意匠を調和させた質の高い建築遺構は近代和

風建築の特色を示す例であり、高い品格が求められる伯爵邸としての規範的な造形となっていま

す。 

 大きな車寄せが特徴的な北棟は、近代化が進む東京における格調高い邸宅の表向きの造形を伝

える貴重な遺構であり、移築に際しても、格調の高さを保ちながら既存の邸宅と調和するように

随所に工夫が凝らされ、昭和初期における質の高い建造物のあり方を示す遺構としても貴重です。 

 また、和風建築を基調とした格調高い造形は、周辺にひろがる庭園空間とあわせて城跡の景観

にもよく調和しており、近代以降に城跡が地域のシンボルとして親しまれ活用されてきた歴史的

景観を構成する要素としても高く評価できます。 
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「画像」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西棟展示室壁設置電飾器具（24 畳和室） 

柳沢文庫北棟（北側車寄せ） 柳沢文庫車寄せ 蟇股 

柳沢文庫西棟（西側より） 柳沢文庫東棟（北側より） 

西棟展示室（24 畳和室） 

西棟閲覧室 北棟廊下 


